
２０１８年  ２月  １１日 ≪ 聖 餐 式 ≫ 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②１０時半    ③１９時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

賛  美  聖歌 593 番 & ～み手をのばして～ 

使徒信条 

聖  書  ①マタイによる福音書26章62～69節 

      ②使徒行伝５章12～16節 

特別賛美  原田恵姉・池田宏里兄 

メッセージ  ①「侮辱に耐えたイエス様」大川従道牧師                                                                                                                              

      ②「神への畏れと偉大な御業」石井 潤牧師 

聖 餐 式  賛美「主イエス神の愛」 

献  金  聖歌591番 ＆ ～主にハレルヤ～ 

祝  祷               〔献金：青木姉・和田姉〕 

お知らせ                  【司会者】 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後１時～執事会を行います。（５時～牧師は本村兄前夜式で司式） 

２．明日午後２時～、小布施町の新生病院隣りの新生礼拝堂にて、故本村弘

兄の告別式が執り行われます。（牧師が司式・出棺は午後３時の予定） 

３．今週の祈祷会は、①早天祈祷会/月曜朝６時。②木曜朝 10 時半、木曜

夜 7時半。大川従道牧師(大和祈祷会映像)。③準備祈祷会/土曜夜８時。 

４．金曜夜７時～、ユース･クラブ･アップの集会が行われます。無料。 

５．来週日曜午後は、西田美榮子先生のよる聖歌隊の練習が行われます。 
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２/19(月):長野家庭集会  22(木):WOGA集会 

 



 
 
 
 
 
 
 
「ですから躊躇せず、神の御座に近づいてあわれみを受け、時にかなって与えられる恵みをい

ただこうではありませんか。」ヘブル４章１６節〔リビングバイブル〕 

「私たちはまちがいなく受け入れられるという確信と真実な心をもって、神の御前にまっすぐ

に進み出ようではありませんか。すでに、私たちの心はキリストの血を注がれてきよめられ、

体はきよい水で洗われているのです。」ベブル１０章２２節〔リビングバイブル〕 

「私たちは何ものにも滅ぼされない御国を与えられているのですから、感謝の思いときよい畏

れとをいだいて仕え、神に喜んでいただこうではありませんか。」ベブル１２章２８節〔LB〕 
 

本村弘兄が金曜夜遅く、主のみもとに召されました。静かに安らかに天に帰って行かれま

した。きっと、天使に抱えられるようにして、大分軽くなったお体でしたが（霊ではどうであった

かは分かりませんが）、何も心配もいらない状況で天に召されていったことでしょう！！ 

私たち人間には欲がありますから、この地上での人生は彼にとっても、もっともっとと思う思

いは正直にあったと思いますが、二つの目標、①娘さんの杏里さんの結婚式で共にヴァージ

ンロードを歩くこと。②少し前にご結婚されたご長男の建てられた新築の家を岐阜までご次

男の大きな車に乗って見に行くこと。この大きな二つの目標を数週間の内に成し遂げられて、

岐阜までの旅行では一泊二日で行かれましたが、体力的にはかなりの負担があったようで

すが、思い残すことのないようにやり切ったという達成感の内におられたことと思います。もうい

つでも神様のもとに昇って行っても構わないという気持ちになっておられたかもしれません。 

亡くなった日の夜、夜８時頃まで、岐阜からご長男が来られていて、病室でしばらくご家

族で時を過ごしておられたとのことでした。そんな暖かいご家族の団らんの中で、満足げに心

も満たされておられたことでしょう。主によってすべてを導かれ、守られ、天に帰ることができた

と思います。そして、その夜、天に帰って行かれました。ご遺体のお顔も、本当に満足そうな

お顔をなさっていました。 

私たちの神様は、私たちに向かって大きな手を広げて、満面の笑みを浮かべて、私たちを

迎えてくださいます。それは、この地上にいたとしても、私たちはその主の懐のぬくもりを感じる

ことができます。主は天地宇宙を造られ、ご支配してくださっている偉大な、畏れ多いお方で

すが、そのお方は、私たちをこれ以上ない一杯の愛で、私たちを抱きかかえてくださるお方で

もあります。そのお方のむくもりを肌で感じつつ、この地上での人生を歩んでいただきたいと思

います。放蕩息子の父親のように、私たちをいつでも心より愛して、受け止めておられるお方

のその手のぬくもりを感じつつ歩んで行きましょう！ 

「神への畏れと偉大な御業」 
～この地上でも主のぬくもりを感じつつ歩む～ 


